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はじめに 

 

                                                       鳳翩会 会長 山本 充二 

 

  新 … 期待と不安が交錯するカンジの今年（2009年）の世相です。 

迎える新年、それぞれへ想いを馳せながら、元気で明るい年に、と念じる次第です。 

 

   ２００９年 OB会総会・懇親会は、去る１０月３日、京都市の「いろは旅館」で開催さ

れ、全国から４９名が集い、おおいに旧交を温め、盛り上がりました。また、総会に先立

ち、昼前からは近郊の鞍馬～貴船神社コースを散策しました。コース途上には、牛若丸が

修行したという鬱蒼とした樹林に佇み、義経を育んだといわれる「旱天の気」に、いささ

か触れた気分でした。 

 関西支部の皆様には、行楽シーズンにおける会場の手配や会員向け散策コースの選定な

ど準備を重ねられ、種々お世話いただき、改めて感謝とお礼を申し上げます。 

 

  さて、このたびの総会では、 

①設立済みの東京支部の他に、新たに関西支部、山口支部、九州支部を、会則上、明確 に

位置付け、それぞれに支部長を置くこととしました。これを契機に、今後、各支部 の会

員の結束が一層強まり、また、本部と各支部、支部相互間の連絡・交流がより円 滑にな

ることを期待しています。本通信には、設立された各支部の長、連絡窓口を掲 載してい

ます。ご参照ください。 

②２０１０年の OB会総会は、東京支部で引き受けてもらうことになりました。 

  総会後、東京支部では、早々に開催日（１０月２３日・２４日）及び場所（立川市、 高

尾山散策プラン）を決めるなど、開催準備に取りかかっておられます。会員の皆さ ん、

新しい手帳に是非、記入しておいてください。 

③今回は会長等役員改選の年でしたが、引き続き、現体制で本部運営を担うこととなり ま

した。どうぞよろしくお願いします。 

  なお、今後、会長等の選任に当たっては、別紙「鳳翩会 会長等役員選出要領」に 

 沿って行うこととなりました。 

 

  OB 会の母体ともいえる YUWV部の現役部員（１～３年）は、工学部（３年生１名）を

含め、現在総数７名（１年３名、２年３名、３年１名）です。依然として廃部の危機にあ

り（特に、工学部）、新入部員を獲得するため OB会としても、引き続き最大限の支援をし

ていきたいと思っています。ご理解、ご協力をお願いします。 

 

 新年１月から、OB会の事務局長が交代します。松村 前事務局長（経・現４年）のご労

苦に感謝します。新事務局長は清水 君（工・現３年）が担います。 
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２００９ YUWV OB会 鳳翩会  総会 次第
  いろは旅館  [京都市] 

  ２００９．１０．３（土） 

  １ 開 会   （司会：岡田耕治） 

２ 会長挨拶   

  ３ 議長選任 （議長：尾儀一郎） 

  ４ 議 事 

    （１）２００８年事業報告及び２００９年事業（中間）報告 

    （２）２００８年会計報告及び２００９年会計（中間）報告 

   ★別添会計報告に基づき、田村副会長が説明 

    （３）２００８年会計監査報告 

★別添監査報告書のとおり、池富士監査役が報告、以上承認された。 

    （４）会則の一部改正 

①会の略称変更｛第一章 一｝

Y.U.W.V.OB 会 鳳翩会 → 鳳翩会 

②支部の追加｛第四４章 五｝

東京 → 東京、関西、山口、九州 

③役員規定の修正（第六章 二）

支部長 一名 → 各支部 一名 

（新規追加） HP管理者 一名 

④会則の章、付則の整理

★田村副会長が趣旨説明、以上承認された。 

    （５）役員の改選 

★役員（任期２年）の改選期を迎えたが、現会長再任となった。 

    （６）２０１０年総会開催地 

★ 東京支部で引き受け決定（東京支部：宮原事務局長） 

    （７）その他 

★別紙「鳳翩会 会長等役員選出要領（案）」を諮り、承認された。 

☆各支部は、支部長、連絡窓口を決定されるよう依頼。 

５ 議長解任 

  ６ 閉会 

・ 連絡事項（懇親会、宿泊など） 



ＯＢ会員の皆様へ 

１．１ ＯＢ会費納入について 

  会費未納の場合は自然脱会となっており

ます。会費のお支払いはお忘れなきようお願

い申し上げます。なお２００９年まで納入で、

２０１０年以降が未納の方にのみ、今回振込

みをお願いする紙を同封しております。２０

１０年分ＯＢ会費を納入されていない方は

お手数ですが、郵便振込みにて下記へ納入し

てくださいますようお願い申し上げます。な

お、２００９年分ＯＢ会費が未納の方は自然

脱会となっております。 

口座記号番号 01530-0-16050 

加入者名 山口大学ワンダーフォーゲル部 

 会費納入は上記の倍数で御支払いくださいます

ようお願い申し上げます。 

ＯＢ会費の納入状況についてのお問い合わせは 

事務局長 清水彬行 

までお願いします。 

１．２ 入会、脱退について 

  初めて入会される方、再度入会される

方は会費振込みを意思表示とさせていただ

いておりますので、お手数ですが、前記の

口座にお振込み頂きますようお願い申し上

げます。会費未納の場合は、自然脱会とな

りますので、会費のお支払いはお忘れなき

ようお願い申し上げます。 

１．３ Ｙ．Ｕ．Ｗ．Ｖホームページ 

 山口大学ワンダーフォーゲル部のホーム

ページをご紹介いたします。是非ご覧くだ

さい。 

Ｙ.Ｕ.Ｗ.ＶホームページＵＲＬ 

http://web.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~tabidori / 

mailto:k031fj@yamaguchi-u.ac.jp
http://web.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~tabidori/
http://web.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~tabidori/
mailto:sakima@sea.plala.or.jp


山口大学ワンダーフォーゲル部ＯＢ会「鳳翩会」会則（改正後） 

（名称） 

第一章 本会は山口大学ワンダーフォーゲル部ＯＢ会 鳳翩会（略称 鳳翩会）と称する。 

二  事務局は山口大学ワンダーフォーゲル部内に置く。 

（目的） 

第二章 本会は会員相互の親睦を図り、山口大学ワンダーフォーゲル部の発展に寄与すること

を目的とする。 

（事業） 

第三章 本会は第二章の目的達成のために次の事業を行う。 

二 会員相互間の親睦に関すること。 

三 山口大学ワンダーフォーゲル部に対する援助、指導助言等。 

四 会報及び会員名簿の発行。 

五 その他本会の目的達成のために必要と認められる事業。 

（組織） 

第四章 本会の会員は次の通りとする。 

二 正会員 山口大学に在学中に山口大学ワンダーフォーゲル部に在籍した経歴を有し、且つ

ＯＢ会に入会の意志を表明した者。 

三 準会員 山口大学体育会ワンダーフォーゲル部員。 

山口大学学友会ワンダーフォーゲル部員。 

四 正会員たる有資格者の入会及び脱会は自由とする。入会の意志表示は会費の納入をもって

これに代え、脱会はその意志の表明で認め、総会に報告する。 

五 本会に次の支部を置く。 

 東京、関西、山口、九州 

第五章 正会員は次の場合、その資格を失う。 

二 会費滞納者には半期（半年）毎に督促状を送付し、督促状三回をもって自動的に正会員の

資格を失う。 

但し、再度入会の意志表示があった場合はこれを認める。 

 三 会員としてふさわしくない行為のあった者。 

第六章 本会には次の役員を置く。役員の任期は二年とする。但し再任は妨げない。 

二 会  長 一名 

副 会 長 一名 

支 部 長  各支部一名 



会  計 一名 

監  査 二名 

事務局長 一名 

ＨＰ管理者 一名 

三 会長は会を代表し会務を総括する。 

四 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときはこれを代行する。 

五 支部長は支部を統括する。各支部はその必要に応じて幹事等の役員を置く。 

六 事務局長は山口大学ワンダーフォーゲル部の直前主将が務める。 

但し、直前主将に支障あるときは直前の副主将または直前主将が指名する者がその任に当

たる。 

七 役員の任期は一月一日から起算する。なお、任期終了後も次期役員の選出まではその任を

継続する。 

（総会） 

第七章 総会は次の通り開催する。 

二 定期総会は年一回とし、必要に応じて臨時総会を開催する。 

三 総会は会長が招集する。 

四 総会への出席は委任状をもって代えることができる。 

五 議事は総会の出席者（委任状を含む）の過半数で議決する。 

（会計） 

第八章 本会に会計を設け、会費及び寄付金、その他事業収入をもって会の運営費に当てる。 

二 正会員の会費は年二千円とし、五年単位の一括納入を認める。 

 但し、夫婦とも正会員の場合は夫婦二人で年三千円とする。 

三 寄付金は一口千円とし、常時受け付ける。 

四 会計報告は監査報告と併せ、年一回定期総会で行う。 

五 会計は毎年一月一日をもって始まり十二月三十一日に終わる。 

（その他） 

第九章 本会則は総会出席者の三分の二の賛成を得て改正することができる。 

（附則） 

第十章 本会則の発効をもって昭和四十三年十二月制定のＯＢ会則はこれを廃棄する。 

二 本会則は平成十四年十月五日から発効する。 

三 本会則は平成十九年十一月十日から発効する。 

四 本会則は平成二十一年十月三日から発効する。 



鳳翩会 会長等役員選出要領
２００９．１０．３ 

１ 新たに会長を選任する場合、次の要領で行うものとする。 

（１）選考委員会を設けて、候補者を予め選考し、総会に諮り決定する。 

 （２）選考委員会の構成は、直前会長・副会長、現会長・副会長、各支部長、監査と す

る。 

（３）候補者の選考は、総会に付議する３か月前までに行う。 

２ 新たに選任された会長は、必要に応じ、副会長等その他の役員（支部長を除く）を  選

任し、直近の総会又は OB 通信等で会員に報告するものとする。 



会員近況・活動報告 

来年度 YUWV OB会 全国総会・交流会 開催予告 

 YUWVOB会 東京支部長 城戸賢嗣 

京都での総会で来年度は関東での開催が決定されました。 

関東での開催をお引き受けする際に、総会参加者に希望地を打診しましたところ、懇親会

の席上、ある方々（複数の方）から“あのビルゲイツも登ったという高尾山に行きたい”

というお声をいただきました。 

高尾山は仏ミシュランの観光地格付けで三つ星の評価を受けています。また世界一登山者

の多い山です（年間 260万人）。関東在住の方々には今回はホスト役に徹していただき、関

東外の方々にも一人でも多くの OB にご参加いただければ幸いです。少々、早い気もしま

したが、“一人でも多くの…思い”をこめて、異例の予告としました。（12月 12日の東京支

部の忘年会で決定。欠席者の方ご了承下さい） 

概要は以下の通りです。（詳細はあらためて 8月頃ご案内します。） 

１．開催日時  

2010年 10月 23日（土）～24日（日）  

総会 17：30～18：30 懇親会 19：00～21：00 

２．開催場所 

「ザ・クレストホテル立川」（帝国ホテルグループ） 

東京都立川市錦町 1-12-１ TEL042-521-1111 

３．東京エンジョイプラン  

10月 23日 A 高尾山登山 

 B ビール工場見学（サントリー武蔵野工場） 

10月 24日 A 御岳散策 

４．参加費 

＠16000（ホテル一泊朝食付き＋懇親会費含む） 

＊宿泊は 2人部屋・3人部屋の利用です 



近況報告 

東京支部 49 年工学部卒 高田哲生 

YUWV OB 会の皆さんお元気でしょうか。 

卒業後もワンゲルで活動し合った仲間とこ 

うしてつながりを持てることに喜びを感じ 

ております。 

あれよあれよという間に６０に手が届く 

年齢になってしまいましたが、これからも 

あっという間に月日が経っていくんだろう 

なあと感じる今日この頃です。 

さて最近の話題ですが、2009 年11 月に 

萩市内のオートキャンプ場で49 年と50 年 

卒の工学部OB が集い旧交を温める会が催 

されました。その時残念なことに私ただひ 

とり参加できませんでした。折角集まって 

くれた皆に申し訳なかったなあという気持 

ちで思いをめぐらせていたところ、2 日目の 

朝、私の携帯に電話が入り、参加者が代わ 

る代わる言葉をかけてくれました。永い間 

会っていなかったひとりひとりの顔が瞼に 

浮かび、感激で胸が一杯でした。 

次は数年前の富士山登山の思い出です。 

朝５時頃から５合目を出発し、快調に歩を 

進めていたのですが、８合目あたりから急 

に体調がおかしくなり、顔面蒼白、吐き気 

も襲ってきて、もう死ぬんじゃないかとい 

う心境になりました。“高山病”というやつ 

です。歯をくいしばり、なんとか登頂はし 

ましたが、対照的にピンピンしていた妻に 

はあれ以来頭が上がりません。これから富 

士登山を目指す方々にはくれぐれも注意さ 

れることをおすすめします。それまでワン 

ゲルで鍛えた自慢の足、持っていた体力へ 

の自信がすっかり揺らいだ苦い出来事でし 

た。 

東京支部では年に何度か集まり懇親する機 

会があります。現在、東京支部2 代目事務 

局長宮原君（50 年卒）が幹事で、暑気払い 

や忘年会、日帰り山行を行っています。 

2009年4月には中央線沿いの陣馬山に10 

数人で登りました。富士山も望める360 度 

大パノラマのきれいな山です。天気は快晴、 

山桜やつつじも満開でした。頂上では山小 

屋のビールで乾杯もできます。下山してか 

らの懇親会も格別です。以前は藤野温泉と 

組合せたこともありました。仕事を離れこ 

のように仲間と元気で楽しむことができる 

機会は何よりの宝だと思っています。当時、 

登山口に掲示されていたブログを紹介しま 

す。“陣馬一ノ尾四季便り”と題し、植物と 

風景の写真が毎日追加されているページで 

すが、それぞれに気の利いたコメントが書 

かれており、植物好きの方には参考になる 

でしょう。赤黒い花なのに「我も紅」と自 

分から主張して名付けられたワレモコウの 

由来など興味深いものです。 

次 のアドレスでアクセスできます。 

http://ichinoo.exblog.jp/ 

年齢的にも健康について話題にすること 

が多くなりました。身体に良いといえば納 

豆、バナナ、寒天など何にでも飛びつき、 

酒を飲んではウコンを飲んでいます。メタ 

ボからの脱却願望は大いにあるのですが、 

実践が伴わず反省の日々を送っております。 

私とワンゲル 

関西支部 Ｓ５４年卒 森 裕子 

大学を卒業して、早３０年以上経ってし 

まった。３０数年前、まだ温暖化の兆しを 



感じられず、１０月から炬燵を出していた 

山口の秋の頃、今の自分を全く想像できな 

かった。今はこの現実を夢であって欲しい 

と願いながらもこの現実を認めざるを得な 

い。残された時間をどう生きて行こうかと 

まだ模索中です。 

さて、学生時代の私はあまり熱心なワン 

ダラーではなかった。ただ、トレーニング 

にはまあまあ参加していたと思います 

が･･････。合宿には２回しか参加していな 

い。１年の春合宿と２年の夏合宿である。 

春合宿は、鹿児島の硫黄島（喜界島）と黒 

島に行きました。黒島では、最後に島の人 

にお風呂に入らせてもいただき、生椎茸を 

いただいた。黒島では島の神社で、変わっ 

たお面を見て、今村昌平監督の「神々の深 

き欲望」を連想した。夏合宿では、北アル 

プス表銀座コースを山行した。私にとって、 

生まれて初めての２０００ｍ以上の登山で 

した。 

印象に残っているのは、食欲があり、よく 

眠れたことと槍ヶ岳の頂上に着いたときに 

飲んだ粉ジュースがおいしかったことです。 

熱心ではなかった私でしたが、教師になっ 

てから野外活動の中で登山する機会が多く、 

下見で同僚の先生方と登山すると意外と体 

力があるのに我ながら驚きました。ワンゲ 

ルのトレーニングのおかげです。当時のト 

レーナーの先輩の諸氏の方々遅くなりまし 

たが、ありがとうございました。現在は水 

泳ができないので週に１回水泳教室に通っ 

ています。やはり、何だかんだといっても 

私の生活の中にワンゲルが根付いているこ 

とを気付き始めた今日このごろです。高い 

山には登れないけどご近所の山等に登って 

長生きしていきたいと思っていますので誘 

ってください。 

マイプライバシー 

山口支部 昭和５４年卒 八谷孝徳 

みなさん、こんにちは！ワンゲル時代を 

懐かしみながら書いております。私は大学 

入学後４つのクラブに顔を出していました。 

最終的にワンゲル部に入部したのは、今ま 

での自分とは別世界に入りたいこと、運動 

をして汗を流すのが好きだということでし 

た。遅れて入部した日のトレーニングは忘 

れもしません。訳も分からず走った後の「ボ 

ッカ」でばててしまい、体重の軽い先輩に 

代わってもらいようやく終えました。私は 

中学・高校時に陸上競技部に所属しており 

（短距離でいつも他の選手の背中を見て走 

っていた）、ばてたことを悔しく思いまし 

た。 

学部は文理学部で、文学部哲学・倫理専 

攻です。講義、トレーニングの毎日でした 

が、皆が集まる節目・節目のコンパ、誕生 

日会は楽しいものでした。ちなみに、私の 

誕生日は春休みなので、皆が集まる会はあ 

りませんでした（少し涙をこらえる）。し 

かし、２年の時は、春合宿で島に向かう船 

上で突然祝ってもらいました（ここでさら 

に涙をこらえる）。 

また、マラソン大会では、先輩の吉岡さん 

には絶対に勝てなかったこと、駅伝大会で 

は硬式テニス部の強さはなぜなんだと思っ 

たことなども思い出します。 

合宿においては、北アルプスで雲海から昇 

る太陽を見て「ここまできつい思いをした 

からこその景色だ」と思いました。また、 



休憩時に飲んだ雪渓の水があまりにも美味 

しく、現在に至るまでこの時の水のおいし 

さに勝るものはありません。この頃の体調 

はすごく良く、一番体が絞れていました（今 

は、、、）。そういえば、現陸上競技部員 

が私の高校時代の写真を見たいというので、 

探しても無かったのでワンゲル時代の写真 

を見せました。私がそこで見たのは、充分 

絞れた体と充分なｈａｉｒでした（ここで 

ついに泣く）。ずっと富士山がついてきた 

南アルプス、ずっと雲がついてきた西表島、 

思い出は尽きません。 

悲しい出来事もありました。同期生の桑野 

君が大山に行くために道路工事のバイトを 

していて、トラックにはねられ死亡しまし 

た。そのトラックの運転手は、違法な距離 

の運転をしていての居眠り運転でした。彼 

に関わった人は、彼の分まで生きていると 

思います。 

卒業してからは高校教員となり、陸上競技 

部を受け持ちました。ある時、岩国基地が 

主催する錦帯マラソンのゴールを手伝って 

いたら、ワンゲル部の後輩Ｍ君がゴールし 

ました。いつも励ましながら走っていたＭ 

君だったので、思わず出てきた言葉は「お 

まえ、何しとるん！」。この瞬間に私は次 

のフルマラソンに挑戦することを決心しま 

した。走っていた財産は少しありましたが、 

練習は辛いものでした。本番では、１５Ｋ 

ｍ過ぎても調子よく「もしかして俺はすご 

いランナーではないか？」と思うほどでし 

た。しかし、中間点を過ぎて体が別物にな 

り、明らかに早歩きのおじいさんにも抜か 

れていきました。ゴール直前の感覚は今で 

も覚えています。家に帰ってからは、しば 

らく体が動きませんでした。ただ惜しかっ 

たのは、あと一時間十分速く走っていたら 

当時の日本記録だったことです。 

現在は足の故障が契機でサイクリングと 

出会い、三国君、坂田君達と山口県内を走 

り回っています。ウォーキングとドライブ 

のいいとこ取りで、自然（風景、風、音、 

匂い）を満喫し、心地よい体の疲れを味わ 

っています。 

これからもワンゲルで得たものを大事に 

し、毎年入れ替わる生徒達の若いエネルギ 

ーをもらいながら、授業に、部活動に、趣 

味にと日々を重ねていきたいと思います。 

近況報告（福岡支部） 

福岡支部 Ｓ５５年卒 工学部 笹田 昭一 

卒部して３０年目を迎え、はや半世紀を越

える人生を送ってきました。今回、近況報告

の原稿を依頼されましたので、報告させて頂

きます。 

■ 福岡支部の近況

昨年（Ｈ20 年）はＯＢ総会の開催地と

して、毎月のように準備会（飲み会）が

ありました。今年は飲み会もさることな

がら、登山を２回（私は不参加ですが・・）

行うなど、活発な活動をしております。 

① 九重登山（５月２３、２４日）：６名

② 万年山(大分県)登山(１１月７日)：

８名

■ 小関君（Ｓ５５年卒）が中国に単身赴任

するぞ！（In宇部）

同期生の小関君が今年（Ｈ21 年）７月

に中国の無錫へ単身赴任するとのことで、

４月２５、２６日に宇部で壮行会を開催

しました。 



６０歳の定年まで会えないだろうと、Ｓ

５５年卒の小関、寺園、三国、小坂、笹

田、Ｓ５６年卒の宮園、植村、Ｓ５７年

卒の小松の８名が、北は栃木県、南は鹿

児島県から、卒部以来３０年ぶりに宇部

の町で再会しました。 

皆、髪の毛が薄い、メタボ等の体型は

変わったものの、中身（精神年齢）は昔

と変わっていませんでした。お互いの近

況報告やワンゲル時代の話題に花が咲き、

夜を徹して語り（飲み）明かしました。 

翌日は、常盤台にある工学部に行きま

したが、３０年前とは様変わりしており、

唯一懐かしかったのは、３年間過ごさせ

て頂いた常磐寮がまだ存在していたこと

です。 

その後、山口の本学へ行き、ボックス

（部室）を拝見（写真参照）、昔と変わら

ず、綺麗でない部室（散かっている）に

なつかしさと当時の思い出が走馬灯のよ

うに巡ってきました。そして、今度（３

～５年後）は中国無錫で同窓会をやろう

ね！と約束し別れました。 

山田屋旅館（よくコンパやったよね～！）   

本学のボックス（部室）前で（なつかしか

～！） 

■ 私の近況

 私は、卒部後、新入社員教育で九重に登っ

て以来、山らしき山に登っておらず、ワンダ

－フォ－ゲル部ＯＢとしてお恥ずかしい限り

です。福岡支部の飲み会で山の話題がよくで

るので、私も本年、２０年ぶりに近くの立花

山（標高：３６７ｍ）に登ってみました。今

後は無理をせずに森林浴程度の登山を目指し

ていこうと思います。 

 ところで、昨年より２回目の単身赴任生活

（自炊）を送っております。自分でも褒めて

あげたいほど料理が上手になりました。これ

もワンダ－フォ－ゲル部でエッセンをよく作

ったからだと思います。もし、熟年離婚され

ても、一人で生きていけそうな気がしま～す。 

 それでは、皆様お元気で、次回のＯＢ総会

でお会いしましょう！ 



山口支部報告 

山口支部発足集会を下記の通り開催し、支部役員を選出しました。 

日時：２００９．１１．１９（平成 21年）１９：００～２２：００ 

場所：山口グランドホテル ２Ｆルビーの間 

参加者：懇談会１９：００～２０：３０ １５名出席 

末國弘司（40経）、木山克彦（42農）、山本充二（47経）、池富士 清(47

農)、合志栄一（47 経）、古谷真之助（52 経）、田村伊正（53 工）、八谷

孝徳（54文）、浜野 宏（54理)、三国 彰（55工）、藤井正彦（56教）、

坂田信一（57理）、平野展康（59経）、斉藤昌彦（60農）、西村朋子（21

経） 

懇親会２０：３０～２２：００ １１名出席 

役員選出 

山口支部長   池富士 清（本部監査・47農） 

   幹事（本部兼任）山本充二（会長・47経）、田村伊正（副会長・53工）、古谷

真之助（監査・52経） 

   幹事      三国 彰（55 工）、藤井正彦（56 教）、坂田信一（57 理）、

斉藤昌彦（60農）、原 秀樹（12経）、西村朋子（元事務局

21 経） 

山口支部への連絡先は下記の通りです。会員の皆様、宜しくお願いします。 

＜連絡先＞ 

池富士 清(47 農)

mailto:k.ikefuji@do4..enjoy.ne.jp


第 3章 

現役活動報告 

ＯＢ会へのお礼 

本学 第４９期主将 松村将太 

今年からＯＢ会費のほうから５万円を部

の活動のために使わせていただいておりま

す。なにに使うかまだ部内で検討中ですが、

このお金を部のますますの発展のために使

わせていただきたいと思っています。本当

にありがとうございました。 

３．１ 執行部近況報告 

本部 第４９期主将 松村将太 

 前年度に引き続き、本学の主将を務めさ

せていただきました、松村将太と申します。 

 本学は３年生が不在のため４年生が今年

も主将と副主将を務めさせていただいてお

りましたが、１００年に１度の不況といわ

れる中、４年生２人とも就職活動のほうが

思うようにいかなくなかなか部活に顔を出

せないという日々が続いてしまいました。

しかし、そんな中でも２年生と１年生が協

力してやっている姿をみるととてもうれし

く思いました。この調子で来年も新執行部

のもと頑張ってほしいです。 

今年はＯＢの方からのご好意で８月に萩

の海の家で海合宿をやらせていただきまし

た。新たに１年生２名を呼んで山口県立大

学と合同でやらせていただき、１人興味を

持ってくれた子がいたのですが、金銭的な

問題から入部まではいたることができませ

んでした。しかし、こういうことをやって

ワンゲルに興味を持ってくれるということ

がわかったので、これからもこういった活

動を通して部員確保のほうを頑張っていき

たいと思います。 

 また、今年の夏合宿は白馬岳に行く予定

だったのですが、部員の１人が新型のイン

フルエンザにかかってしまい他の部員にも

感染の恐れがあるということから、自宅待

機という風に言われまして、出発予定日が

遅かったこともあり、やむなく中止という

ことにしました。また来年白馬岳には挑戦

してほしいと思います。１１月には毎年恒

例の学長杯駅伝があり、みな日ごろの練習

の成果を発揮してくれ、２３チーム中１３

位という結果を残すことができました。 

 部員確保が最近のワンゲルの最大の課題

ですが、来年は最低でも５人は入れようと

今から意気込んでくれています。県内ワン

ゲルで協力しあってこれまで以上に部を盛

り上げていきたいと思っていますので、こ

れからも応援のほうよろしくおねがいしま

す。 

３．２ 執行部近況報告 

工学部 第 4７期主将 清水彬行 

 工学部では、現在 3回生 1名、4回生 1

名の計 2 名で活動しています。前期と同じ

ように後期も 4 年の先輩が研究室で忙しい

ので、2 人で一緒にトレーニングをやるの

が難しいんですが、なんとかやっていきた

いと思います。 

夏合宿は、人数の関係で本学と合同で行



う予定でしたが、部員の新型インフルエン

ザの感染と他の部員にも感染の疑いがあっ

たため、中止にしました。夏合宿の代わり

に 1泊 2日で大分の由布岳に FWに行きま

した。詳しくは夏合宿結果報告を参照して

下さい。 

10月 10日～12日の 3連休に山口大学本

学、工学部、山口県立大学の主幹で中国四

国合同ワンデリングを秋吉台で行いました。

みんなの予定があわず、計画が大変でした

が、他大学の方に楽しんでもらうことがで

きて、無事成功することができました。自

分は実行委員長をやりました。 

 先日、学長杯駅伝大会が行われました。

２ヶ月前から上位に入ることを目標にして

練習してきました。結果は１４位で少し残

念だったけど、一人一人が頑張って全力を

出してくれたので良かったです。 

 現在、部員が少なくて行事をしたりする

のもなかなか大変ですが、頑張って活動し

ていきたいと思います。来年は部員獲得の

為に努力したいです。 

３．３ アフター結果報告 

責任者 菊池武臣 

今年のアフターは富士山での山行を予定

していましたが、直前に 2 回生の菊池が新

型インフルエンザに感染し発症したために

条件を満たせず、中止となりました。 

３．４ 八十キロ耐久徒歩 

責任者 清水彬行 

 工学部、宇部高専の部員不足のために去

年と同様に今年は中止にしました。 

３．５ 春合宿コース紹介 

責任者 菊池武臣 

 トカラ列島宝島にてサバイバルを行う予

定です。宝島港に到着後、大籠海水浴場(キ

ャンプ場)に移動し、そこをベースとしてサ

バイバルや島歩きを行い、食料は主食とな

る米と調味料以外は持ち込まず、釣りによ

る漁や植物の採取によって現地調達するこ

とにします。 

 場所を選んだ理由としては現在現役の部

員が本格的な登山を達成したことがなく、

また経験も浅いため直接アドバイスの聞く

ことができる 4 回生が経験したことのある

場所にしたかったということと、去年の春

合宿は屋久島で宮之浦岳に登る予定(エス

ケープ)だったのに加えて1回生に意見を聞

いた結果として今年はサバイバルにしてみ

ようということになりました。 



編集後記 

編集 松村将太 

 ＯＢ通信を編集、またＯＢ総会などに参

加させていただくなかで、多くの山大ワン

ゲルＯＢの方々と触れ合う機会が多くなっ

たような気がします。そのような中で、改

めてワンゲルの歴史の古さに驚かされまし

たし、またＯＢの方々が本当にワンゲルを

大切に思っているということがひしひしと

伝わってきました。 

 現在部員数が少なく以前のような活気あ

ふれる部活とは言いがたくなっていますが、

山大ワンゲルの先輩方が作り、そして発展

させてきたワンダーフォーゲル部というも

のを簡単になくしてしまってはいけないと

思いますし、ＯＢ総会などでＯＢの方々の

熱い話を聞くなかで改めてそう思いました。

確かに今は部員数が少ないですが、山口大

学と、山口県内の他大学のワンゲルのみな

さんでワンゲルを盛り上げていきたいと思

います。 

１年間事務局を務めてきて、色々なこと

を経験することができました。最初は分か

らないことばかりでＯＢの方々に迷惑をか

けてしまいましたが、様々な仕事をしてい

く中で自分にとってもプラスになる仕事と

なりました。１年間本当にありがとうござ

いました。 




